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IMail(アイメール)の使い方 
 
 
◇ IMail の特徴について 

IMail は、インターネットに接続されているコンピュータなら、どのコンピュータからでも

自分のメールをチェックすることができます。メールの読み書きのほか、アドレス帳、メー

ルの配信、署名など機能は通常のメールソフトとほとんど変わりません。 
 
◇ IMail の使い方 

◇メールサーバにアクセスします。 
   

インターネットエクスプローラのアイコンをダブルクリックして立ち上げます。 
 
 

 
アドレスに http://mail1.edu.ton21.ne.jp:8383  と入力し、 

右端にある  をクリックします。 

 
 
 
 
 
ユーザーID とパスワードを入力

し、 します。 
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◇メールを送ります 

 
 
 
 

 をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔｏ：に送信先のアドレス

を入力し、 
Ｓｕｂｊｅｃｔ：に件名（題

名）を入力します。 
 
その下のテキストボックス

に本文を入力します。 
 
宛先、件名、本文のチェッ

クをして しま

す。 
 
 

 
 

 
 
送信ができると、左のような画面が出ます。 

 
 
 
 

IMail ―2／5― 



IMail－2004/06/10 
 

IMail(アイメール)の使い方 
 

◇ 添付ファイルについて 
メールにファイルを添付する事ができます。 
添付できるファイルは、1.5MB 前後までです。大きなデータの場合は、いくつかに分けて送

るとよいでしょう。 
 

 

アドレス帳に登録してある宛先は、ここから選ぶ事が

できます。アドレスを選択して、 

の中のいずれかのボタンをクリックします。 

 
 
 
 

ファイルを添付するときは、左側でファイル名を指定して( ボタンで

選ぶ事ができます)、右側の をクリックします。 

すると、 の「添付ファイルなし」のところにファイル名が反

映されます。合計サイズが大きくなりすぎてないか確認してくだい。 
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◇メールを読みます 

 
メールが届いているときは、メ

ールボックスの Main が太字で

アンダーライン付きになって

います。 
メールを読むときは、Main を

クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Subject の中から読みたいメ

ールを選んでクリックします。 
 
 

 
 
 
 
メールが開いて本文を見る事

ができます。 
 
 ツールを使って、返信・削

除・アドレスの保存などでき

ます。 
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◇情報の設定・変更をします 
 メールボックス サマリのオプションに情報の設定・変更機能があります。 
 ここから各設定・変更ができます。 
 

 
 


